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はじめに
　動物環境学研究室は，農学科の中では哺乳類を飼育
している数少ない研究室です。畜産の礎は動物の飼育
ですから，動物の行動について多様な視点からの理解
が進めば，動物倫理に沿ったさらに効率のいい方法で
動物を飼育して生産性を高めることが可能となりま
す。そのためにはまず動物に備わっている自然な行動
様式を理解することが必要です。加えて，種特異的な
行動は，ホルモンや化学物質，養育方法や学習によっ
て変わりうることから，このような環境による動物行
動の変化とその機序について明らかにすることは畜産
にとっても重要と思われます。
　主要な動物の行動様式には，不安などの情動行動，
社会性行動，摂食行動，性行動，養育行動，学習行動
などがあります。本研究室では，ラットをモデル動物
に動物行動や関連する生体内因子を指標として，環境
と動物の関係を研究し，生体の健康や福祉，生産性の
向上など畜産動物からヒトに至るまでの環境改善へ寄
与することを目指しています（図1）。
も検証する必要があります。本試験は，制約のない自
由で新奇な空間であるオープンフィールドにおける動
物の行動を観察することにより，生得的な情動性や基
本的な身体機能を検出するものです。また，装置中央
部への移動は探索行動と考えられ，不安水準が低い可
能性を示します。ただし，本実験だけで不安行動の評
価を結論付けることは困難であり，ほかの試験系と複
合的に評価する必要があります。
　次に不安行動をより鋭敏に測定する高架十字試験で
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研究手法の紹介
　動物行動の測定はユニークなものが多いので，本研
究室で行っている実験の一部を紹介します。まずは代
表的な一般行動評価法であるオープンフィールド試験
です（図2）。「行動」とは外部から観察することがで
きる動物の多種多様な動きです。従って，情動や認知
のような特定の脳高次機能を検討する場合，指標とす
る行動に影響を及ぼす要因に留意し，用いる実験動物
が元来有する運動機能などに基づく一般行動について （図2）　円形オープンフィールド試験の様子
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（図3）　高架t字試験の様子
蝉コ亜］EE・9EHコE9：囲
（図4）母獣から分離した仔ラットから発せられた超音波音声
　　　の測定画面
（図5）　雌雄相手ラットに対する接近行動を指標とした性選好
　　　性試験の様子
す（図3）。本試験で用いる装置は，高さ50cmのと
ころに壁のない走行路（open　arm）と壁で囲まれた
走行路（closed　arm）が十字型に交差しています。ラ
ットのopen　armあるいはclosed　armでの滞在時間
や侵入回数は，動物が本質的に有する探索行動あるい
は不安行動の反映と考えられています。
　同じ不安行動の測定系でも，母子分離誘発鳴帰反応
試験は幼若動物に特化した測定系です。これは，離乳
前の仔ラットを母ラットから引き離した時に仔ラット
から発せられる超音波を測定します（図4）。この超
（図6）　円柱形の陶器と三角柱の積木を用いた新奇物体認知試
　　　験の様子
音波発声は，不安行動以外にも社会性行動やストレス
応答を反映していると考えられています。
　その他に，摂食行動試験，性行動試験や性選好性試
験（図5），学習行動の測定系である受動回避学習試
験や新奇物体認知試験（図6），社会性・学習行動の
測定系である社会性認知試験などを行っています。
研究テーマの紹介
　本研究室のテーマとしては大きく3つを挙げてい
ます。「化学物質やストレスなどの環境が引き起こす
行動障害の解明」「ストレス耐性など生体に有利な性
質を獲得させる方法の探索」「不安・社会性・学習・
摂食などの行動を制御する神経内分泌学的機序の解
明」です。将来的には「家畜の行動と飼育方法との関
連性分析」にも挑戦できればと思っています。
　上記のテーマの一環として，最近行った研究「生後
24時間以内のエストロゲソ様化学物質曝露がラット
の行動に及ぼす影響」について紹介します。畜産動物
からヒトに至るまで，環境中には様々な化学物質が存
在し，その中には生体内におけるホルモンの作用をか
く乱する物質が多様に存在します。畜産動物が曝露さ
れうるホルモン様物質としては，ホルモン製剤はもち
ろん，飼料植物に含まれる成分，飼料に含まれる保存
料や残留農薬の一部などがあります。ホルモンの中で
も，エストロゲソは脳に構造的，機能的な変化を引き
起こすことが知られ，その作用は形成的作用と機能的
作用とに分けられると考えられています（図7）。
　エストロゲソの形成的作用は発達期におこる不可逆
的なもので，未発達で可塑性に富んだ神経組織に作用
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（図7）　エストロゲンが引き起こす作用
して神経細胞の形態や神経回路を固定化します。従っ
て，この時期にエストロゲン様作用をもつ化学物質に
曝露されると，正常な脳の分化が阻害される場合があ
ります。一方，機能的作用は神経細胞や神経回路の活
動を賦活するもので，多くは可逆的です。エストロゲ
ソが作用する神経機構は，生殖，摂食，情動，高次機
能と多岐にわたります。しかし発達期のホルモン様物
質曝露が引き起こす神経機構への影響については一部
しか解明されていません。そこで本研究では生後24
時間以内にエストロゲン様物質を曝露し，母子分離誘
発鳴暗反応試験，オープンフィールド試験，高架十字
試験，新奇物体認知試験，社会性認知試験，性行動試
験，性選好性試験，受動回避学習試験および臓器重
量，血中ホルモン濃度や脳内関連物質の変化について
検討することにより，ホルモンの生体への影響とその
機序について明らかにすることを目指しています。
おわりに
　本研究室は2011年4月に立ち上がった新しい研究
室です。環境が及ぼす生体への影響について一歩一歩
解明し，研究を通じて学生に成長してもらうことで，
50年後，100年後の未来にささやかながら貢献してい
きたいと思っています。
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